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無断複製・転載を禁止します。 

２０１４年合格目標 

TAC行政書士講座 

 

無料公開セミナー 

本試験へ向けてのラストスパート！ 

「本試験へ向けて 

残り期間の過ごし方」 
 

 

≪セミナーの内容≫ 

１．時間を無駄にしないための学習方法 

２．直前期の答練の利用法 

３．本試験当日を乗り越える 
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無断複製・転載を禁止します。 

１．時間を無駄にしないための学習方法 

 （１） インプット時間は極限まで絞り込む 

直前期は、すでに体系的に知識を入れる時期ではありません。インプットに

割く時間を極力減らし、アウトプット時間を十分にとります。比率としては、

インプット０.５～１に対して、アウトプット９～９．５の割合です。 

テキストを頭から読み込んでいくのではなく、問題を解きながら、間違えた

ところをテキストに戻って復習します。そうすることで、分かっているところ

に時間を消費せず、分かっていないところに時間を割くことができます。 

 

 （２） アウトプットのやり方 

本試験までにやる問題演習は、その問題に正解するためではなく、あいま

いな知識を発見して、その知識の穴をピンポイントで埋めるためにやります。 

 

① 曖昧な知識をどれだけ増やしても本試験では使えない。 

問題を解いて、正確確実に判断できる知識が、本試験でも使える正確な知

識です。曖昧な 10 の知識より、正確な３の知識です。 

② 正誤判断を正確にできる知識を獲得するための問題演習法 

正誤判断の根拠となる条文や判例を説明できれば、○や×をつけ、できな

かった肢や、正誤判断に時間がかかった肢には△をつけます。 

 

 （３） 学習計画に基づく学習指針  

   学習指針として、一日にやろうと思っていた計画が途中で終わった場合、

残っていても気にせず、翌日は、翌日にやろうと思っていたことから学習

を始めます。 

やり残したところ、身についていないところは、次に、必ず間違えてくれ

ます。それよりも、全くやっていないところばかりが残ってしまうことの方

が問題です。３回４回と回していくうちに、やり残したところをやる機会が

生まれるでしょうから、それまでやらなくても構いません。（※予定表作成） 

 

   時間がないけれども、どうしても一日に計画したところは触れておきた

いということであれば、解く予定だった問題の肢１・２をすべて解くとい

うようなやり方が有効です。 
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無断複製・転載を禁止します。 

２．直前期の答練の利用法 

 （１） 直前期答練を受ける  
本試験のシュミレーションは必ずやっておかなければなりません。 

予備校を利用されている方も、独学の方も、実際の教室で受験できる本試

験型式の答練や模試の受験をお薦めします。 

ただし、回数を受ければ受けるだけよいというものではありません。直前

期答練は、十分に復習することが必要ですから、十分に復習できるだけの回

数を受けるようにしましょう。 

 

 （２） 直前期答練受験直後  
① 目標設定（択一・多肢のみで１５０点～１６０点を目指す。） 

⇒ そのための復習方法を考える。 

      択一５４問＋多肢３問＝２４０点 

     ⇒ １５０点なら３８問程度の得点が必要。 

② 得点をつける 

   ⇒ １８０点オーバーなら素直に喜ぶ！！ 

   ⇒ １８０点なくても腐らない！！ 

合格者のほとんどが試験１～２週間前に合格ラインに到達！ 

③ 復習する 

⇒ 目標達成のため、どこを復習するのが効率的かを考える？ 

 

 

（３）弱点の補強・弱いところを集中的に復習する  
   ⇒直前期答練は弱点補強アイテム 

     正解した問題、分かっている肢ではなく、不正解だった問題、分か

らなかった肢を集中的に補強していくことで、効率的に得点を伸ばし

ていく（※得点表を作成）。 

 

 （４）復習の優先順位  
   ① 得意なのに間違えた問題（ケアレスチェック） 

   ② 苦手意識を感じないところ（短時間での復習が可能） 

   ③ 難易度が易しい問題（合格者なら解いてくる問題） 

 

 



TAC 行政書士講座・無料公開セミナー（レジュメ） 

   TAC 講師 小池 昌三 

4 

無断複製・転載を禁止します。 

３．本試験当日を乗り越える 

 （１）記憶喚起は直前まで  
   試験官がしまってくださいというまで記憶喚起。 

   ただし、やる事は最小限。パラパラ見るのは逆効果。 

 

 （２）始まったら大きく深呼吸  
   試験が始まると、だれでも緊張するもの。試験時間は３時間あります。 

試験開始になったら大きく深呼吸しましょう。 

 

 （３）難しい問題が出ても焦らないテンパらない  
難しい問題が出てもテンパらないと自分に言い聞かせる。誰も分からない

問題なんて、せいぜい５問程度。難しい問題が２、３問続くとテンパってし

まうこともあるかもしれません。しかし、４問目には必ず優しい問題が来る

から！と思いながら解きすすめる。 

 

 （４）どのような状況でも試験に集中。気にしない！！！  

   隣に貧乏ゆすりする人 ⇒ 電車のなかで勉強してると思えばいい 

   独り言が多い人  ⇒ 喫茶店のなかで勉強していると思えばいい 

    

 （５）得意なところから解く（解答順序）  
解ける問題を落とすのが一番よくない。行政書士試験に限っては「おい

しいところから食べる！！」ことが必須。 

それで、本試験の解く順番を決める。 

⇒ ただしマークミスは絶対に注意 
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無断複製・転載を禁止します。 

月 日 曜 残週 残日 講義 基本TX・章末 トレーニング アドバンス・ミニ

9月 1日 月 10 69

2日 火 68

3日 水 67

4日 木 66

5日 金 65

6日 土 64

7日 日 9 63

8日 月 62

9日 火 61

10日 水 60

11日 木 59

12日 金 58

13日 土 57

14日 日 8 56

15日 月 55

16日 火 54

17日 水 53

18日 木 52

19日 金 51

20日 土 50

21日 日 7 49

22日 月 48

23日 火 47

24日 水 46

25日 木 45

26日 金 44

27日 土 43

28日 日 6 42 総合答練①

29日 月 41

30日 火 40

2014年合格目標　予定表
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無断複製・転載を禁止します。 

10月 1日 水 6 39

2日 木 38

3日 金 37

4日 土 36

5日 日 5 35 総合答練②

6日 月 34

7日 火 33

8日 水 32

9日 木 31

10日 金 30

11日 土 29

12日 日 4 28 公開模試

13日 月 27

14日 火 26

15日 水 25

16日 木 24

17日 金 23

18日 土 22

19日 日 3 21 直前答練①

20日 月 20

21日 火 19

22日 水 18

23日 木 17

24日 金 16

25日 土 15

26日 日 2 14 直前答練②

27日 月 13

28日 火 12

29日 水 11

30日 木 10

31日 金 9  
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無断複製・転載を禁止します。 

11月 1日 土 2 8

2日 日 1 7

3日 月 6

4日 火 5

5日 水 4

6日 木 3

7日 金 2

8日 土 1 H２５本試験問題

9日 日 H26本試験　これだけやったんだから自信をもって！！
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無断複製・転載を禁止します。 

※ 得点表を作成 → どこで得点を作るか？ 

択一・法令

問数 あなた 所要時間 合計 あなた

基礎 2問（8点） 1問（ 4点） １問２分 ４分

憲法 5問（20点） １問３分 15分

民法 9問（36点） １問４分 36分
総則 2問（ 8点）
物権 2問（ 8点）
債権 4問（16点）

親族相続 1問（ 4点）

行政法 19問（76点） １問２分 40分
法理論 6問（24点）
行手法 3問（12点）
行審法 2問（ 8点）
行訴法 3問（12点）
国賠法 2問（ 8点）
地自法 3問（12点）

商法 5問（20点） １問２分 10分

40問（160点） １０５分

択一・一般

問数 あなた 所要時間 合計 あなた

政治 2問（ 8点） １問２分 4分
経済 2問（ 8点） １問２分 4分
社会 3問（12点） １問２分 4分
情報関連 4問（16点） １問２分 4分
文章 3問（12点） １問６分 18分

14問（56点） 40分

多肢選択

問数 目標 素点 最低目標 素点 あなた 所要時間 合計 あなた

12問（24点） １問３分 10分

記述式

あなた 所要時間 合計 あなた

択一＋多肢で１８０点なら　０点 １問８～10分
択一＋多肢で１４０点なら４０点

得点表

10問（40点） 6問（24点）

目標（素点） 最低目標（素点）

10問（20点） 8問（16点）

0問（ 0点）2問（ 8点）

2問（ 8点）2問（ 8点）

3問（12点）4問（16点）

2問（8点）

25問（100点）

1問（ 4点） 1問（ 4点）
1問（ 4点） 0問（ 0点）

4問（16点）
3問（12点）
2問（ 8点）
3問（12点）
2問（ 8点）

1問（ 4点）

3問（12点）

30問（120点）

1問（ 4点）

2問（ 8点）
5問（20点）

1問（4点）
1問（4点）
2問（8点）

1問（4点）
15問（60点）

5問（20点）
3問（12点）
2問（ 8点）
3問（12点）
2問（ 8点）

2問（ 8点）

6問（24点）
2問（8点）
1問（4点）
2問（8点）

1問（4点）
17問（68点）

120点獲得を目指す

40点獲得を目指す

20点獲得を目指す

25分

30～40点獲得を目指す

得点目安

目標（素点） 最低目標（素点）

3問（12点）

 

以 上 


